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【研究課題名】

当院循環器内科病棟における心不全患者の実態と、再入院の原因について

【研究期間】

倫理審査委員会許可日～2022年 3月 31日

【研究対象】

2019年 4月 ～2021年 3月 の期間に、県立中部病院循環器病棟に心不全の診断で入院し

た方。

【研究目的・意義】

日本では、高齢者の増加に伴い心不全で入院する方が年々増加 しています。その一方

で、入院期間は短縮化 し、限られた入院期間の中で効率的に的を絞つた生活・運動指導の

必要性が高まっています。当院においてもッとヽ不全での再入院を繰 り返す方が多く、心臓ジ

ハビジテーションを提供する立場としても、日々の臨床の中で限られた入院期間での生

活・運動指導を十分に行うことが難しいと感 じていました。より効果的な生活 。運動指導

を行うために、当院における心不全で入院した方の特性と再入院の原因を解明することが

必要だと考えました。この研究により、心不全での再入院を少しでも減らすための一助と

成ればと考えています。

【研究方法】

後ろ向き単施設研究

【研究に用いられる試料・情報の種類】

カルテから以下の情報を研究に使用します。

年齢、性別、入院期間、体重減少率、AHA分類、心エコー所見、既往歴、基礎疾患、

増悪因子、血液データ(BNP、 eGFR、 Hb)、 介護度、介護サービス利用の有無、

家族構成、家族サポートの有無、臨床フレイルスケール等



【試料・情報の二次利用】

本研究で取得した情報の利用は、別の新たな研究に利用する可能性がある。その場合は、

再度、研究倫理審査委員会へ申請し研究機関の長の許可を得る。

【個人情報の取扱い】

研究対象者を特定できる情報(氏名、イニシャル、住所、電話番号、カルテ番号等)は記載

しません。また、研究で得られた情報を公表する際には、研究対象者が特定できないように

配慮 します。

【本研究の資金源 (利益相反)】

本研究における利益相反はありません。

【本研究に関する問い合わせ先】

沖縄県立中部病院 診療科名 :ヅ ハビジテーション室 担当者名 :金子 友里

沖縄県うるま市字宮里 281番地

TEL:098‐973-4111 (代表)




